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コロナウイルス感染症の状況と当面の自治会行事の対応について(案)　　棚草自治会

１.コロナウイルス感染症の状況について
(1)医療体制について
・症状や画像から医師が新型コロナによる肺炎を疑う(重症化の可能性が高い)場合しか確定診断(だれでもPCR検査受けること)は出来ない
・治療は手探り状態で治療薬・治療方法が確立されていない
・重症化するまでは原則自宅療養となる(インフルエンザと同等)
・医師によって確定診断(PCR検査)が必要と判断した患者数(母数)が公開されていないため、感染者の発生状況がよくわからない
(2)生活用品・食料等の供給体制について
　マスク、消毒液以外は日常生活に困るような供給不足が発生することはないと思われる。
(マスクについては、国内生産では５枚/人・月程度の供給能力らしいので当面不足状態が続くと考えられる)
(3)個人・家庭、自治会の対応方法について
厚労省から出されている行動指針に基づき、最終的には個人・家庭で判断することになると思います。自治体によっては、ある程度具体化された行動指針が出されていますが、菊川市からは出されていません。

２. 自治会行事の対応について
コロナウイルス感染症に対する自治会の対応で当面決定が必要なことは、自治会員全戸を対象とした総会の開催方法をどうするかです。
実施可否の明確な判断基準がありませんが、１.項のような現状から実施可否と実施方法について、次のようにしたいと考えます。

当面の自治会行事の開催についいては、
１.定時総会の開催
新旧役員及び出席希望の方で実施する事とします。また、委任状兼議決行使書により書面による議決権行使も可能なように致します。
２.その他の行事
1.会合の開催は、感染予防策(発熱・咳等体調不良者の参加自粛要請の徹底、会合場所の環境、マスク着用等)を実施して、必要最小限の時間・人数に絞って実施する。
2.会食を伴う会合は、原則中止又は、延期する。
3.感染の広がり状況、行政からの指示・要請等を判断材料として、令和2年度役員で決定する。

上記の内容について、3月度の班長会で相談して合意形成を図りたいと考えます。
以上
